


歴
史

地
域の

揖
斐
川
・
根
尾
川
に
は
さ
ま
れ
た

穀
倉
地
帯
・
揖
斐
郡
大
野
町

　

岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
は
、
多
く
の
古
墳
が
集
中
す
る
稲

作
先
進
地
域
で
し
た
。
享き
ょ
う
ろ
く禄
三
年
の
河
道
変
化
で
、揖
斐
川
・

根
尾
川
に
は
さ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
町
域
は
水
害
に
苦

し
み
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
石い
し
ば
い
や
き

灰
焼
は
、
明
治

以
降
も
主
要
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
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地
域
の
歴
史

は
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
更
地

山
・
野
村
山
・
牛う

し
ぼ
ら洞

山
を
へ
だ
て
て
揖
斐

川
町
、
西
は
揖
斐
川
を
境
に
池
田
町
・

神ご
う
ど戸
町
、
東
は
根
尾
川
を
境
に
本
巣
市
・

瑞
穂
市
と
接
し
て
い
ま
す
。
沖
積
・
洪
積

層
か
ら
な
る
広
い
扇
状
地
面
は
水
田
化
が

進
み
、
果
樹
・
畜
産
な
ど
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。

　

当
町
域
で
は
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
見

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
と

し
て
は
上か

み
い
そ磯
南み
な
み
や
ま山
遺
跡
か
ら
磨
製
石
器
・

弥
生
式
土
器
片
が
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。
遺
跡
が
少
な
い
の
は
川
の
氾
濫
や
古

古
墳
が
集
中
す
る
稲
作
先
進
地

　

揖
斐
郡
大
野
町
は
、

岐
阜
県
の
西
部
に
あ
っ

て
、
濃
尾
平
野
の
西
北

端
に
あ
た
り
ま
す
。
町

の
西
境
を
揖
斐
川
が
流

れ
、
東
境
は
根
尾
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
両
川

は
町
の
南
端
で
合
流
し

て
お
り
、
町
は
川
に
は

さ
ま
れ
た
逆
三
角
形
を

な
す
平
坦
地
で
す
。
北

墳
の
下
に
埋
も
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
は
山
麓
に
沿
っ
て
二
〇
〇
余
基

確
認
さ
れ
て
お
り
、
隣
の
池
田
町
と
と

も
に
古
墳
の
群
集
し
て
い
る
地
域
で
す
。

古
墳
の
立
地
は
大
き
く
分
け
て
、
野の

こ古

墳ふ
ん
ぐ
ん群
と
上
磯
古
墳
群
が
あ
り
、
野
古
墳

群
の
う
ち
南
出
口
古
墳（
前
方
後
円
墳
）

が
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
の
築
造

と
さ
れ
、
町
内
で
も
っ
と
も
古
い
古
墳

と
推
察
さ
れ
ま
す
。
南
出
口
古
墳
か
ら

鏡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
地
域

の
豪
族
が
四
世
紀
か
ら
大
和
朝
廷
の
支
配

下
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
よ
り
以
前
か
ら
、
低
湿
地
は
水
田
化
さ

れ
た
稲
作
先
進
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

大
化
の
改
新
以
降
の
行
政
区
分
で
あ

る
国こ

く
ぐ
ん郡
里り
せ
い制
で
は
、
当
町
は
大
野
郡
に

含
ま
れ
ま
し
た
。
大
野
郡
は
現
在
の
大

野
町
・
揖
斐
川
町
に
あ
た
り
、
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
池
田
郡
と
併
せ
て
揖
斐

郡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
根
尾
川

以
東
で
大
野
郡
で
あ
っ
た
地
域
は
本
巣
郡

に
編
入
さ
れ
ま

し
た
。
大
野
郡
の

郡ぐ
ん
が衙

は
当
町
郡
家

に
あ
り
ま
し
た
。

　
「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
」
の

式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
は
大
野
郡

に
三
座
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う

ち
正
二
位
来き

ぶ
り振

大だ
い
じ
ん神
は
、
当
町
稲

富
に
鎮
座
す
る
来

振
神
社
で
す
。
天
台
宗
伝で

ん
ぎ
ょ
う教
大だ
い
し師
創
建
と

伝
わ
る
小こ

え

び
衣
斐
の
大
隆
寺
は
、
天
文
一
五

（
一
五
四
六
）
年
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
ま

し
た
が
、
白
鳳
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る

瓦
片
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

来振神社

大谷スカイライン野村山展望台より大野町を望む

野古墳群
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享禄三年の河道変化

■1645年の村名と領主

地
域
の
歴
史
2

揖
斐
川
河
道
の
変
化

　

奈
良
時
代
初
期
は
律
令
制
下
で
中
央
政

府
に
よ
る
土
地
支
配
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
開
墾
を
促
進
す
る
た
め
土
地
の

私
有
化
が
段
階
的
に
許
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
平
安
時
代
に
は
、
私
有
地
で
あ
る
荘

園
が
全
国
に
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
美

濃
国
で
は
律
令
制
の
公
領
に
由
来
す
る

国こ
く
が衙
領
が
貴
族
領
・
寺
社
領
な
ど
よ
り
広

く
て
有
力
で
し
た
。
国
衙
領
は
も
と
も
と
、

荘
園
と
対
峙
す
る
言
葉
で
し
た
が
、
荘
園

の
増
加
し
て
い
く
過
程
で
次
第
に
私
領
化

し
、
広
い
意
味
の
荘
園
に
含
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。
大
野
郡
の
国
衙
領
に
は
五
里
郷・

公く
ご
う郷・
衣
斐
郷・
長
瀬
郷
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
世
末
期
に
、
当
町
に
大
き
く
係
わ
る

洪
水
に
よ
る
河
道
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
本
流
は
、
そ
れ
ま
で
池
田
町
杉
野

（
現
在
の
三
町
大
橋
付
近
）
で
南
向
き
に
流

れ
、
池
田
町
東
野・
六
之
井・
八
幡
の
東
を

通
り
、
さ
ら
に
大
垣
市
赤
坂
の
東
を

通
っ
て
、
こ
れ
か
ら
下
流
は
ほ
ぼ

現
在
の
杭
瀬
川
筋
を
流
下
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
河
道
が
、
享
禄
三

（
一
五
三
〇
）
年
六
月
三
日
、
洪
水

に
よ
り
杉
野
か
ら
東
南
に
流
れ
て
現

在
の
揖
斐
川
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
洪
水
は
、
そ
れ
ま
で

長
良
川
に
合
流
す
る
糸
貫
川
を
本

流
と
し
て
い
た
根
尾
川
が
、
本
巣
市

山
口
の
西
方・
藪
地
内
を
突
き
抜
け

て
西
南
に
向
か
い
、
揖
斐
川
に
合
流

す
る
現
在
の
流
路
・
藪
川（
現
根
尾
川
）
を

生
じ
ま
し
た
。
か
つ
て
の
大
野
郡
に
根
尾

川
よ
り
東
の
地
域
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
、

本
巣
郡
と
の
郡
境
よ
り
西
側
に
新
川
道
が

通
っ
た
た
め
で
す
。

　

揖
斐
川
と
根
尾
川
と
い
う
大
河
に
は
さ

ま
れ
る
地
形
と
な
っ
た
大
野
町
域
は
、
こ

の
後
、
繰
り
返
し
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
度
々
河
川
の
改
修
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
が
抜
本
的
な
解
決
と
は
な
ら
ず
、

苦
難
は
大
正
期
に
始
ま
る
木
曽
川
上
流
改

修
完
成
ま
で
続
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
村
々
と
更
地
の
石
灰
生
産

　

美
濃
国
の
領
主
は
、
中
世
の
土
岐
氏
以
来

そ
の
支
配
力
が
磐
石
で
は
な
く
、
多
く
の
領

主
が
領
地
を
争
っ
て
い
ま
し
た
。織
田
信
長・

豊
臣
秀
吉
も
美
濃
国
内
の
勢
力
を
存
続
さ
せ

た
ま
ま
全
国
統
一
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。
徳

川
幕
府
は
さ
ら
に
美
濃
国
を
細
分
化
し
多
く

の
領
主
に
よ
る
分
立
を
進
め
ま
し
た
。
大
野

町
域
も
、
多

く
の
領
主
が

複
雑
に
入
り

組
み
、
さ
ら

に
廃
絶
・
国

替
え
な
ど
が

あ
っ
た
の
で
、

そ
の
全
て
を

記
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
参
考
と
し
て
一
六
四
五
年
時

点
の
村
名
と
領
主
を
表
に
し
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
石
灰
岩
の
産
地
で
あ
る
更

地
山
を
控
え
た
更
地
村・
来
振
村・
寺
内
村・

古
川
村（
江
戸
初
期
の
古
瀬
村
）
な
ど
で
石

灰
焼
が
盛
ん
で
、
こ
の
地
域
で
は
米
に
次

ぐ
生
産
品
で
し
た
。
慶け

い
ち
ょ
う長
六（
一
六
〇
一
）

年
に
焼
き
始
め
た
と
伝
わ
り
、
寛か

ん
せ
い政

年
間

に
は
年
間
二
〇
万
俵
生
産
す
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
石
灰
生
産
に
は
、
原
料
の
掘

り
運
び・
燃
料
の
木
炭
生
産・
三み

み
ず水
川
を
通

し
て
の
運
送
な
ど
関
連
す
る
仕
事
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
寛
政

六（
一
七
九
四
）
年
に
は
、
生
産
量
の
約
半

数
を
売
先
で
あ
る
大
坂
の
灰
問
屋
か
ら
値

下
げ
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
折
り
合
い
が

つ
か
ず
、
そ
の
後
江
戸
で
の
販
路
拡
大
に

努
め
ま
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
生
産
規

模
が
縮
小
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
野
町
の
石
灰
生
産
は
、
明
治
以
降
、

時
代
の
推
移
と
と
も
に
需
要
が
高
ま
り
、

生
産
量
が
増
大
し
て
い
き
ま
す
。
戦
後
は

用
途
の
拡
が
り
に
よ
っ
て
需
要
が
増
大
し
、

生
産
量
が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。

農
業
の
近
代
化
が
進
む
田
園
都
市

　

江
戸
時
代
の
村
々
は
合
併・
連
合
に
よ
っ

て
、六
ヶ
町
村
と
な
り
、そ
の
う
ち
大
野
町・

豊と
よ
き木
村
・
富と
み
あ
き秋
村
・
西さ
い
ぐ
ん郡
村
が
昭
和
二
九

（
一
九
五
四
）
年
合
併
し
て
大
野
町
と
な
り
、

そ
の
後
、
鶯

う
ぐ
い
す

村
・
川
合
村
を
編
入（
川
合
村

西
座
倉
地
区
は
神
戸
町
に
編
入
）
し
て
現

在
の
町
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
来
よ

り
水
田
耕

作
を
中
心

と
し
た
農

業
が
主
要

産
業
で
し

た
が
、
特
産

の
富
有
柿

な
ど
の
果

樹
栽
培
や

全
国
一
を

誇
る
バ
ラ
苗
と
い
っ
た
多
様
な
農
業
生
産
物

の
出
荷
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク
セ

ス
向
上
に
よ
る
岐
阜
市・
大
垣
市
を
は
じ
め

名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
住
宅

増
加
や
大
型
商
業
施
設
の
進
出
な
ど
、
活
力

あ
る
町
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

■
参
考
文
献
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「日本山海名産図会」美濃の石灰櫓窯

大野町バラ公園（提供：揖斐郡大野町）



地

域

の

治
水
・
利
水

施

設

木
曽
川
上
流
改
修
と

三
水
川
改
修
工
事

　

揖
斐
川
と
根
尾
川
の
合
流
地
で
あ
る
大
野
町
は
、
古

来
よ
り
水
害
の
絶
え
な
い
地
域
で
し
た
。
両
河
川
以
外

に
も
、
町
内
を
流
下
す
る
三
水
川
が
氾
濫
を
繰
り
返
し
、

時
に
は
流
域
一
帯
が
湖
に
見
え
る
ほ
ど
の
冠
水
が
起
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
水
害
は
、
大
正
期
か
ら
始
ま
っ
た

木
曽
川
上
流
改
修
に
よ
っ
て
激
減
し
ま
し
た
。

石垣集落（下座倉）

揖斐・根尾川合流点

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

大
野
町
の
水
害

　

揖
斐
川
と
根
尾
川
に
は
さ
ま
れ
た
大
野

町
域
は
両
河
川
出
水
の
度
に
洪
水
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
、
時
に
は

浸
水
や
堤
防
の
決
壊
に

よ
る
水
害
に
苦
し
ん
で

き
ま
し
た
。
大
野
町
歴

史
年
表
に
よ
る
と
、
両

河
川
の
洪
水
回
数
は
、

一
三
五
一
年
以
降
の
集

計
で
揖
斐
川
が
四
九

回
、
根
尾
川
が
一
六
回
で
、
平
均
す
る
と

九
年
に
一
回
洪
水
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
両
河
川
の
合
流
地
点

で
あ
る
下し

も
ざ
ぐ
ら

座
倉
地
区
は
、
低
湿
地
で
あ
り
、

河
床
が
高
い
う
え
に
堤
防
が
か
す
み
堤（
部

分
堤
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
洪
水
が
起

こ
る
度
に
浸
水・
冠
水
や
堤
防
の
決
壊
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
下
座
倉

の
集
落
は
洪
水
に
対
す
る
自
衛
策
と
し
て
、

土
盛
り
し
て
石
垣
で
囲
っ
た
上
に
住
居
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
下
座
倉
の
北
に
あ
る

下
磯
に
は
住
居
式
水
屋
三
層
楼
が
現
存
し
、

輪
中
集
落
に
類
似
し
た
景
観
が
見
ら
れ
ま

す
。
江
戸
時
代
の
下
座
倉
村
は
、
上
流
の

西
座
倉
村（
現
神ご

う
ど戸

町
）
と
の
境
に
横
土
手

と
呼
ば
れ
る
低
い
堤
防
を
築
い
て
い
ま
す

が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
ず
明
治
時

代
を
迎
え
ま
す
。

木
曽
川
上
流
改
修
工
事

一
八
八
七（
明
治
二
〇
）
年
に
着
工
し
た

木
曽
川
下
流
改
修
工
事（
明
治
改
修
）
が

一
九
一
二（
明
治
四
五
）
年
に
完
成
す
る
と
、

上
流
部
の
改
修
を
求
め
る
声
は
い
っ

そ
う
高
ま
り
、
政
府
は
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
明
治
改
修
区
間
よ
り

上
流
の
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
川

と
支
流
の
根
尾
川・
牧
田
川
ほ
か
支

派
川
の
改
修
工
事（
大
正
改
修
）
に

着
手
し
ま
し
た
。

大
野
町
域
に
係
わ
る
工
事
と
し
て

は
、
揖
斐
川
左
岸
で
下
座
倉
地
先

の
根
尾
川
合
流
点
か
ら
上
流
揖
斐

川
町
福
島
地
先
ま
で
の
約
八
・二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
は
在
来
堤
に

腹
付
け
を
し
て
拡
張
す
る
こ
と
と

し
、
下
流
端
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
無
堤
で

あ
っ
た
た
め
新
提
を
築
造
し
て
根
尾
川
右

岸
堤
に
接
続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
庄
地

先
と
公く

ご
う郷
地
先
で
は
、
悪
水
路
を
締
切
り
、

樋
管
と
新
提
を
築
造
し
ま
し
た
。
工
事
は

一
九
二
三（
大
正
一
二
）
年
一
二
月
着
工
、

一
九
四
二（
昭
和
一
七
）
年
竣
工
し
ま
し
た
。

　

根
尾
川
は
、糸
貫
川
分
派
点（
本
巣
市
山

口
地
先
）
か
ら
揖
斐
川
合
流
点
ま
で
の
約

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
改
修
す
る
計
画
で
、

上
流
部
及
び
下
流
の
一
部
狭き

ょ
う
さ
く窄

部
で
は
左

住居式水屋三層楼

木曽川上流改修工事平面図



三水川上流部と氾濫盆状低地

三水川下流部

４

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

岸
堤
を
引
堤
し
て
川
幅
を
拡
張
し
、
他
の

区
間
は
在
来
堤
に
腹
付
け
し
て
拡
築
し
ま

し
た
。
全
川
に
わ
た
っ
て
掘
削
し
、
流
路

の
安
定
を
図
る
た
め
床
固
工
を
施
工
、
水

衝
部
は
護
岸・
水
制
を
築
造
し
ま
し
た
。
工

事
は
一
九
二
九（
昭
和
四
）
年
一
一
月
か
ら

順
じ
着
工
さ
れ
、
昭
和
二
六
年
ま
で
に
ほ

と
ん
ど
の
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

上
流
改
修
で
は
、
本
川
の
ほ
か
に
支
派
川

も
対
象
に
な
り
、
大
野
町
内
を
流
下
す
る
根

尾
川
支
川・
三
水
川
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

舟
運
に
使
わ
れ
て
い
た
三み

み
ず水
川

　

三
水
川
は
根
尾
川
の
支
流
で
、
牛
洞
地
区

の
権
現
山
を
水
源
と
し
、
は
じ
め
は
東
に
流

れ
、
西
方
地
区
あ
た
り
か
ら
次
第
に
南
に
向

き
を
変
え
、
相あ

い
ば羽
地
区
に
お
い
て
堀
川
な
ど

の
右
岸
か
ら
の
悪
水
を
合
わ
せ
、
下
磯
地
先

で
根
尾
川
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
流
域
面
積

は
二
五
・０
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
流
路

延
長
八
・二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
揖
斐
川
・
根

尾
川
間
の
最
大
余
水
幹
線
で
し
た
。
揖い

と
う東
用

水・
更
地
用
水
の
流
末
で
あ
り
、
流
域
の
水

田
か
ら
流
入
す
る
余
水
も
多
く
、
さ
ら
に
川

床
が
低
い
た
め
根
尾
川
の
浸
透
水
な
ど
も

あ
っ
て
、常
時
水
量
が
豊
富
な
河
川
で
し
た
。

三
水
川
に
よ
っ
て
潅
漑
さ
れ
る
耕
地
は
僅
か

で
し
た
が
、
下
流
で
は
安
定
し
た
水
量
を
利

し
た
舟
運
が
盛
ん
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
大
垣
藩
が
根
尾
川
上
流

か
ら
段つ

だ木
や
材
木
を
流
送
し
ま
し
た
が
、
根

尾
川
は
水
の
流
れ
が
大
水
の
た
び
に
変
化

し
、
適
当
な
舟
着
場
が
な
か
っ
た
の
で
、
更

地
井
水（
山
口
で
取
水
す
る
真
桑
用
水
の
分

流
）
の
取
水
口
よ
り
段
木
川
を
流
し
て
六
里

土
場
で
陸
揚
げ
し
、
こ
こ
か
ら
船
積
み
し
て

三
水
川
を
下
っ
て
大
垣
方
面
に
送
っ
て
い

ま
し
た
。
明
治
二
九（
一
八
九
六
）
年
の
根

尾
川
大
洪
水
で
段
木
川
が
土
場
付
近
ま
で

土
砂
で
埋
ま
り
、
段
木
流
し
の
長
い
歴
史
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
三
水
川
下
流
の
舟
運
は

昭
和
初
期
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
水
川
の
改
修
工
事

　

平
時
か
ら
水
量
豊
富
な
三
水
川
は
、
根

尾
川
の
水
位
が
上
が
る
と
逆
流
に
よ
っ

て
、
沿
川
い
た
る
と
こ
ろ
で
氾
濫
し
ま
し

た
。
氾
濫
を
繰
り
返
す
三
水
川
の
改
修
は

古
く
か
ら
要
望
さ
れ
、
局
所
的
な
改
修
が

行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。「
揖
斐
郡
誌
」
に

よ
る
と
、
天て

ん
ぽ
う保
五（
一
八
三
四
）
年
に
三
水

川
切き

り
た
ち立

瀬せ
ざ
ら
い浚

普ぶ
し
ん請

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
万ま

ん

延え
ん

元（
一
八
六
〇
）
五
月
の
根

尾
川
出
水
に
関
連
し
て
三
水
通
掘
割
工
事

が
行
な
わ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
明
治
に
入

り
明
治
二
四

（
一
八
九
一
）

年
に
も
改
修

工
事
が
行
な

わ
れ
、
屈
曲

部
を
整
正
し

新
川
を
開
削

し
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま

す
が
、
大
規

模
な
工
事
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

地
元
で
は
、
上
流
改
修
工
事
を
契
機
に

抜
本
的
な
改
修
を
要
望
し
て
、
大
正
一
三

（
一
九
二
四
）
年
四
月
三
水
川
改
修
期
成
組

合
を
設
け
、
昭
和
四（
一
九
二
九
）
年
二
月

に
は
普
通
水
利
組
合
を
組
織
、
改
修
の
実

現
に
至
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
直
轄
事
業
と
な
り
、
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
八
月
着
工
、
当
初
の
工
期

は
３
ヶ
年
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
昭
和

一
五（
一
九
四
〇
）
年
度
末
に
ほ
ぼ
完
了
し
、

竣
工
は
昭
和
一
七（
一
九
四
二
）
年
で
し
た
。

　

三
水
川
の
大
き
な
問
題
点
は
、
①
根
尾

川
の
逆
流
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
、
②
流

路
が
屈
曲
し
て
お
り
河
積
が
狭
小
で
あ
る

こ
と
、
③
下
流
部
の
悪
水
路
の
合
流
形
状

が
悪
い
こ
と
、
な
ど
で
し
た
。
こ
れ
ら
を

解
消
す
る
た
め
の
改
修
計
画
は
主
に
次
の

と
お
り
で
し
た
。

・
従
来
の
根
尾
川
合
流
点（
下
磯
地
先
）
を

締
切
り
、
約
一・六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
新

川
を
開
削
し
て
、
合
流
点
を
下
流（
座
倉

地
先
）
に
付
け
替
え
る
。

・
上
流
部
の
屈
曲
し
た
河
道
は
、
新
た
に

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
新
河
道
を
掘

削
し
て
矯
正
す
る
。
そ
の
他
の
箇
所
も

掘
削・
浚
渫
を
行
な
う
。

・
根
尾
川
と
の
新
合
流
点
か
ら
上
流
約
一・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
新
川
右
岸
に
築
堤

を
施
す
。

　

こ
の
改
修
に
よ
っ
て
、
水
害
は
減
少
し
、

従
来
の
湿
田
が
二
毛
作
の
可
能
な
乾
田
と

な
り
ま
し
た
。

三
水
川
上
流
の
治
水

　

三
水
川
の
改

修
で
下
流
部
の

水
害
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
黒

野
地
先
よ
り
上

流
部
は
改
修
が

十
分
で
は
な

く
、
水
害
は
治

ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
と
も

と
三
水
川
の
上
流
域
は
、
氾
濫
盆
状
低
地

と
呼
ば
れ
る
地
形
で
、
古
く
は
湖
沼
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
こ
の

低
湿
地
は
、
弥
生
時
代
か
ら
の
広
大
な
稲

作
先
進
地
で
し
た
が
、
い
っ
た
ん
三
水
川

が
氾
濫
す
る
と
氾
濫
盆
状
低
地
一
帯
が
冠

水
し
、
ま
る
で
か
つ
て
の
湖
沼
が
再
現
さ

れ
た
か
の
光
景
を
呈
し
ま
し
た
。
上
流
部

の
改
修
は
昭
和
五
〇
年
以
降
と
な
り
、
最

終
的
に
牛
洞
地
区
ま
で
施
工
さ
れ
た
の
は

昭
和
五
七（
一
九
八
二
）
年
三
月
で
し
た
。

＊
根
尾
川
の
表
記
に
つ
い
て

か
つ
て
は
、
上
流
部
山
地
で
は
根
尾
川
、
平
野
部
で
は

藪
川
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建
設
省（
現
・
国
土
交

通
省
）
が
一
級
河
川
の
指
定
の
際
、
根
尾
川
に
統
一
し

ま
し
た
。
歴
史
的
な
呼
称
と
し
て
は
薮
川
と
す
る
資
料

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め

根
尾
川
と
し
ま
し
た
。
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第一編

宝
暦
治
水

宝
暦
治
水

宝
暦
治
水
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
猿
尾

図-１ 杭出猿尾位置図

図-2 沈枠（『宝暦治水御用状留』より）

５

歴
史
記
録

　

石
材
で
覆
わ
れ
た
猿
尾
表
面
に
杭
を
打

ち
込
ん
だ
杭く

い
だ
し出

猿
尾
が
、
馬
飼
大
橋
か

ら
約
一
・
五
㎞
上
流
の
木
曽
川
祖
父
江
緑

地
内
の
木
曽
川
左
岸
・
稲
沢
市
祖
父
江
町

拾じ
ゅ
っ
ち
ょ
う
の

町
野
猿
尾
北
の
川
中
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
猿
尾
の
位
置
は
、
対
岸
の
石
田

や
八
神
に
残
存
す
る
猿
尾
の
設
置
状
況

よ
り
、
木
曽
三
川
で
最
初
に
行
わ
れ
た

二
本
松
藩（
福
島
県
）
に
よ
る
延え

ん
き
ょ
う享
四

（
一
七
四
七
）
年
の
御
手
伝
普
請
で
設
置

さ
れ
、
次
の
宝ほ

う
れ
き暦

五（
一
七
五
五
）
年
の

御
手
伝
普
請
で

改
修
・
延
長
さ

れ
た
場
所
に
相

当
し
ま
す 

。
つ

ま
り
、
現
在
、

残
存
し
て
い
る

猿
尾
は
宝
暦
治

水
時
に
改
築
さ

れ
、
そ
の
後
、

た
び
た
び
の
修

築
・
改
築
を
経

て
き
た
猿
尾
で

あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
猿
尾
の
形

状
や
寸
法
な
ど
は
不
明
で
し
た
。
平
成

二
四（
二
〇
一
二
）
年
九
月
、
こ
の
杭
出

猿
尾
の
現
状
を
把
握
す
る
端
緒
と
し
て
、

N
P
O
法
人
木
曽
川
文
化
研
究
会
、
稲

沢
市
郷
土
歴
史
文
化
研
究
会
の
有
志
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
現
地
測
量
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
絵
図
と
デ
・

レ
イ
ケ
に
よ
る
測
量
図
面
か
ら
、
少
な
く

と
も
幕
末
時
に
は
、
こ
の
猿
尾
が
途
中
で

少
し
折
れ
曲
が
っ
て
い
た
と
い
う
推
測

の
も
と
、
別
途
陸
上
部
に
埋
没
し
た
猿
尾

の
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
報
告
で
は
、
ま
ず
は
拾
町
野
の
猿
尾

の
建
設
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
、
第
一
報

と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

一
．
猿
尾
に
つ
い
て

　

猿
尾
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
末
期
頃

に
か
け
て
、
木
曽
三
川
で
多
く
築
か
れ
た

川
中
へ
張
り
出
し
た
堤
防
状
の
水
制
施

設
で
、
本
堤
へ
激
突
す
る
洪
水
時
の
激
流

を
対
岸
へ
刎は

ね
た
り
、
流
勢
を
弱
め
る
た

め
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

猿
尾
の
構
造
は
、
手ち
ょ
う
な斧
猿
尾（
羽
島
郡

笠
松
町
米
野
の
笠
松
町
米
野
東
の
信
号
交

差
点
傍
）
や
前ま

え
ど渡
の
猿
尾（
各
務
原
市
前

渡
西
町
字
猿
尾
下
）
な
ど
の
よ
う
に
、
盛

土
の
表
面
を
石
礫
で
覆
う
も
の
と
、
箱
状

の
枠
内
に
石
を
詰
め
て（
沈し

ず
め
わ
く枠

）
川
中
に

沈
め
、
沈
枠
の
前
後
に
蛇じ

ゃ

籠か
ご

を
並
べ
て
猿

尾
の
基
礎（
地じ

ぎ
ょ
う形

）
を
築
き
、
土（
土
築
）

あ
る
い
は
石
の
築
材
を
用
い
る
も
の
が

あ
り
、
大
き

く
二
種
類
に

分
類
さ
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、

形
状
に
よ
る

分
類
で
は
、

流
水
を
猿
尾

表
面
に
打
ち

込
ん
だ
杭
間

を
通
過
さ
せ

て
流
勢
を
弱
め
る
杭
出
猿
尾
と
水み

ず
は
ね刎
を

主
目
的
と
す
る
猿
尾
と
が
あ
り
ま
す
。

二
．
拾
町
野
の
猿
尾
に
つ
い
て

（
一
）
延
亨
の
御
手
伝
普
請

　

延え
ん
き
ょ
う亨
四（
一
七
四
七
）
年
一
一
月
二
三

日
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
最
初
の
御
手
伝

普
請
が
奥
州
二
本
松
藩（
福
島
県
二
本
松

市
）に
命
じ
ら
れ
、翌
寛か

ん
え
ん延

元（
一
七
四
八
）

年
一
月
二
二
日
に
着
手
、
同
年
三
月
二
〇

日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は 

、
右
岸
の
石
田
村（
羽
島

市
下
中
町
石
田
）
に
設
け
る
杭
出
猿
尾
で

杭出猿尾

写真-１ 各務原浄化センター敷地内の前渡の猿尾



写真-２
猿尾上流側に取り付けられている瘤猿尾。

（昭和45（1970）年2月13日撮影、木曽川
上流河川事務所蔵）

６

歴
史
記
録

木
曽
川
の
流
れ
を
尾
張
側
へ
刎
ね
、
左

岸
の
拾
町
野
の
杭
出
猿
尾
で
佐
屋
川
へ

請
け
流
す
も
の
で
し
た
。
計
画
時
に
は

石
田
村
に
長
一
五
〇
間
、
拾
町
野
村
に

長
五
〇
間
を
設
置
す
る
予
定
で
し
た
が
、

工
事
に
際
し
て
、
尾
張
側
へ
の
影
響
を

危
惧
し
た
の
か
、
石
田
の
杭
出
猿
尾
を

二
〇
間
短
く
し
て
一
三
〇
間（
二
三
七

ｍ
）、
拾
町
野
の
杭
出
猿
尾
を
二
〇
間
長

く
し
て
七
〇
間（
一
二
七
ｍ
）
に
変
更（
御

普
請
場
積
り
替
）と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
工
事
は
町ち

ょ
う
に
ん人
請
負（
土
建
専
門
家
）

で
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）
宝
暦
の
御
手
伝
普
請

　

宝ほ
う
れ
き暦

の
御
手
伝
普
請
は
、
第
一
期
工

事
が
宝
暦
四（
一
七
五
四
）
年
二
月
二
七

日
か
ら
五
月
二
日
の
間
に
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
水
行
御
普
請
を
含
む
第
二
期
工

事
は
九
月
二
四
日
に
開
始
し
、
宝
暦
五

（
一
七
五
五
）
年
五
月
二
五
日
に
幕
府
方

の
見
分
が
終
了（
宝
暦
治
水
工
事
終
了
）

し
ま
し
た
。

　

宝
暦
治
水
工
事
で
自
刃
者
や
病
死
者
が

多
数
発
生
し
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
村

請
負
で
の
工
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
薩
摩

藩
は
幕
府
へ
町
人
請
負
を
嘆
願
し
ま
し

た
。
町
人
請
負
と
な
っ
た
難
場
十
八
ヵ
所

に
、石
田
と
拾
町
野
の
杭
出
猿
尾
を
除
き
、

石
田
の
猿
尾
一
基
と
八
神（
羽
島
市
桑
原

町
八
神
）
の
猿
尾
が
入
り
ま
し
た
。

　

宝
暦
四（
一
七
五
四
）
年
一
二
月
下
旬

に
、
両
岸
で
の
猿
尾
工
事
は
一
応
の
完

成
を
見
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
一
月

二
六
日
と
二
月
一
日
の
出
水
で
、
両
岸
の

土
築
の
猿
尾
が
壊
滅
的
被
害
を
蒙
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、破
損
し
た
猿
尾
を
取
り
払
い
、

築
材
に
石
を
用
い
て
猿
尾
を
再
建
す
る
こ

と
と
な
り
、
再
建
工
事
は
二
月
中
旬
に
開

始
し
、
三
月
二
七
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

石
田
に
築
く
杭
出
猿
尾
の
長
さ
に
関

し
て
、
勘
定
奉
行
一
色
周
防
守
は
、
猿
尾

に
よ
る
水
刎
が
対
岸
の
尾
張
藩
側
へ
影

響
す
る
こ
と
を
危
惧
し
、古
杭
七
九
間（
延

亨
時
の
杭
と
考
え
ら
れ
る
）
に
六
一
間
を

打
ち
継
い
で
一
四
〇
間（
二
五
五
ｍ
）
に

す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
、
現
地
の
御
普
請
役
と
の
話
し
合
い

で
、
古
杭
七
九
間
に
新
杭
一
四
〇
間
を
打

ち
継
ぎ
二
一
九
間（
三
九
九
ｍ
）
の
杭
出

猿
尾
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
石
田
の
杭
出
猿
尾
の
下
流
側
に

設
け
ら
れ
た
猿
尾
二
基
と
八
神
の
猿
尾

に
は
瘤こ

ぶ

猿
尾
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
瘤
猿

尾
と
は
、
上
流
側
の
杭
出
猿
尾
が
水
勢
を

あ
る
程
度
弱
め
て
は
い
ま
す
が
、
杭
出
猿

尾
を
乗
り
越
え
た
激
流
が
下
流
側
の
水

刎
猿
尾
本
体
に
直
接
激
突
し
な
い
よ
う

に
、
猿
尾
本
体
の
上
流
側
に
取
り
付
け
ら

れ
た
突
起
状
の
構
造
物
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
陸
上
部
か
ら
の
瘤
猿
尾
の
確
認

は
繁
茂
し
た
樹
木
の
た
め
に
困
難
で
す

が
、
川
面
か
ら
は
、
ま
る
で
ノ
コ
ギ
リ

の
よ
う
な
凹
凸
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
写
真

−

２
参
照
）。
な
お
、
宝
暦
治
水

の
後
に
つ
く
ら
れ
た
油
島
の
締
切
堤
で

も
、
締
切
堤
両
岸
に
瘤
状
の
突
起
物
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
突
起
物
も
瘤
猿
尾

と
類
似
の
働
き
を
期
待
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
瘤
猿
尾
に
つ
い
て

付
言
す
る
と
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
高

江
町
の
川
内
川
河
口
約
四
㎞
の
左
岸
に

貞じ
ょ
う
き
ょ
う享
四（
一
六
八
七
）
年
に
完
成
し
た
長

さ
約
六
四
〇
ｍ
の「
長
崎
堤
防（
平
成
二
三

年
度
選
奨
土
木
遺
産
）」
は
、
ノ
コ
ギ
リ

状
の
形
状
を
し
た
三
角
形
の
突
起
物
が

突
き
出
た
堤
防
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
堤
防

へ
の
激
突
を
緩
や
か
に
す
る
方
策
を
、
薩

摩
藩
は
宝
暦
治
水
以
前
に
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
三
）
宝
暦
時
の
拾
町
野
の
猿
尾

杭
出
猿
尾
の
概
略
の
構
造
は
、
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
一
〇
月
の
一
乃
手
見
廻

場
所
詰
普
請
役
の
記
録
に
よ
る
と
、
杭

出
猿
尾
の
新
規
杭
八
〇
間
は
、
八
神
の

一
〇
〇
間
水
刎
猿
尾
の
設
置
に
よ
っ
て

水
流
が
変
化
し
た
た
め
、
増
水
時
に
は
長

い
と
持
ち
堪
え
ら
れ
な
い
と
の
判
断
に

よ
っ
て
、
三
〇
間
減
じ
て
五
〇
間
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た 

。

　

つ
ま
り
、
祖
父
江
の
杭
出
猿
尾
の
長
さ

は
、
八
〇
間
か
ら
減
じ
ら
れ
た
新
規
杭
出

五
〇
間
に
、
古
杭
出
四
六
間
半（
延
亨
時

の
杭
と
考
え
ら
れ
る
）、
さ
ら
に
〆
切
猿

尾
に
取
り
付
け
る
新
規
杭
出
十
二
間
の

計
一
〇
八
間
半（
一
九
七
ｍ
）
と
な
る
の

で
す
。
な
お
、
古
杭
出
四
六
間
半
の
幅
が

狭
い
の
で
、
杭
を
一
列
打
ち
添
え
、
新
規

杭
出
と
同
じ
幅
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
宝
暦
時
の
猿
尾
工
事

の
際
、
七
年
前
に
行
わ
れ
た
延
享
の
御
手

伝
普
請
で
の「
古
杭
」
に
先
継
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
猿

尾
は
比
較
的
短
期
間
に
破
損
し
、
そ
の
た

び
に
、
修
築
・
改
築
が
な
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
祖
父
江
の
杭
出
猿
尾
も
宝
暦

時
の
構
造
を
現
在
ま
で
維
持
し
て
い
る

と
は
考
え
難
い
も
の
で
す
。

三
．
祖
父
江
の
猿
尾
の
現
状

　

杭
出
猿
尾
の
下
流
に
設
け
ら
れ
た
馬
飼

頭
首
工
は
、
昭
和
四
五 

（
一
九
七
〇
）
年

に
着
工
し
、
昭
和
四
九 

（
一
九
七
四
）
年

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
着
工
前
の
航
空
写

真
に
よ
れ
ば
、
拾
町
野
辺
り
の
川
幅
の
約

図-３ 油島の締切堤に設けられた瘤状の突起物
　　（『長島輪中平面図』木曽川文庫蔵）



図 -５
途中で折れ曲がっている杭出猿尾

（「佐屋川図（部分）、
八開郷土歴史資料室蔵）

図 -6  日付とデ・レイケのサインがある『木曽三川改修計画図（部分）』
　　  に描かれた杭出猿尾（木曽川文庫蔵）

写真 -３  1975（昭和 50）年 9月10日撮影。（国土地理院所蔵）

７

歴
史
記
録

四
割
程
度
が
砂
州
に
覆

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

頭
首
工
完
成
後
は
水
位

の
上
昇（
地
元
古
老
に

よ
る
と
一
・
二
～
一
・
五

ｍ
程
）
に
よ
り
、
砂
州

は
見
え
な
く
な
り
、
猿

尾
も
完
全
に
水
没
し
ま

し
た
。

（
一
）
絵
図
面
に
よ
る
杭
出
猿
尾
の
形
状

　

図

−

５ 

は
、
佐
屋
宿
の
役
人
で
あ
っ

た
山
田
家
が
所
有
し
て
い
た「
佐
屋
川
図
」

で
あ
り
、
天て

ん
ぽ
う保（

一
八
三
〇
年
）
以
降
の

も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

杭
出
猿
尾
の
形
状
は
、
図

−

４
の
天
保

一
二（
一
八
四
一
）
年
の
村
絵
図
を
始
め
、

多
く
の
絵
図
が
猿
尾
を
直
線
状
に
描
い

て
い
ま
す
。
図

−

５
の
杭
出
猿
尾
は
、
石

材
で
つ
く
ら
れ
た
よ
う
な
猿
尾
先
端
部

に
、
杭
出
が
少
し
折
れ
曲
が
っ
て
描
か
れ

て
お
り
、
故
意
に
杭
出
部

分
を
曲
げ
て
描
い
た
と
は

考
え
に
く
い
も
の
で
す
。

　

杭
出
猿
尾
が
、
宝
暦
治

水
時
に
曲
げ
て
造
ら
れ
た

記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
ま

た
図

−

５
で
対
岸
の
八
神

の
猿
尾
が
杭
出
猿
尾
の
よ

う
に
直
線
状
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

次
節
の
デ
・
レ
イ
ケ
の
計

画
図
面
よ
り
、
杭
出
猿
尾

が
少
し
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認

め
れ
ば
、
図

−

５
の
杭
出
猿
尾
は
少
な
く

と
も
図

−

４
の
天
保
一
二（
一
八
四
一
）

年
の
村
絵
図
に
よ
る
杭
出
猿
尾
以
降
に

設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
猿
尾
は
た
び
た
び
破
壊
さ
れ
、
そ

の
つ
ど
修
築
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
二
）
デ・
レ
イ
ケ
の
計
画
図
面
に

　
　

  

描
か
れ
た
杭
出
猿
尾

　

図

−

６
は
、
明
治
一
九 

（
一
八
八
六
）

年
四
月
二
九
日
の
日
付
と
デ
・
レ
イ
ケ
の

サ
イ
ン
が
あ
る『
木
曽
三
川
改
修
計
画
図

（
木
曽
川
文
庫
蔵
）』
で
、
黒
色
で
既
設

堤
防
、
赤
色
で
計
画
堤
防
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

同
図
に
は
、
石
田
と
八
神
の
計
三
基

の
猿
尾
が
描
か
れ
、
左
派
川
の
佐
屋
川

（Saya gaw
a

と
記
載
）
が
計
画
堤
防
で

締
め
切
ら
れ
、
堤
外
地
に
杭
出
猿
尾
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

同
図
で
は
、
埋
没
し
て
い
る
端
部
付
近

で
、
杭
出
猿
尾
が
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
図

−

５
で

描
か
れ
た
時
よ
り
長
く
て
も
五
六
年
の
間

に
、
土
砂
が
木
曽
川
左
岸
の
佐
屋
川
分
派

点
付
近
で
さ
ら
に
堆
積
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
な
お
、
杭
出
猿
尾
の
先
端
部
の

上
流
側
に
、
突
起
状
の
構
造
物
が
付
い
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
現
地
測
量
調
査
時
に

は
突
起
物
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
写
真

−

３
に
よ
る
と
、
図

−

５

や
デ
・
レ
イ
ケ
の
図
面
で
確
認
し
た
杭
出

猿
尾
の
屈
曲
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
明
治
以

降
に
さ
ら
に
土
砂
堆
積
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

宝
暦
治
水
時
以
降
の
た
び
重
な
る
修

築
・
改
築
を
経
て
残
存
し
て
い
る
現
在
の

杭
出
猿
尾
は
、
明
治
三
二（
一
八
九
九
）

年
の
佐
屋
川
締
め
切
り
以
降
に
は
不
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
築
は
さ
れ
な
い
ま

ま
、
杭
出
猿
尾
の
一
部
は
、
木
曽
川
祖
父

江
緑
地
内
に
埋
没
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
埋
没
し
て
い
る
猿
尾
の

状
況
と
杭
出
猿
尾
が
屈
曲
し
て
い
た
か
否

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
別
途
陸
上
部
で

の
試
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

測
量
し
た
猿
尾
形
状
と
試
掘
結
果
に
つ

い
て
は
、
次
号
よ
り
報
告
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

■
参
考
文
献

ⅰ　

祖
父
江
町
史　

　
　

祖
父
江
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

昭
和
五
四
年

ⅱ　

羽
島
市
史
第
二
巻

ⅲ　

宝
暦
治
水
御
用
状
留　

伊
藤
忠
士

ⅳ　

特
別
展
佐
屋
川　

　
　

愛
西
市
八
開
郷
土
資
料
室　

二
〇
一
二
年

図-４ 天保12（1841）年の村絵図に
描かれた拾町野の水請杭出猿尾
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尾
張
国
海
東
郡
津
島
村（
現
愛
知
県
津

島
市
）
の
渡
邉
新
兵
衛
家
に
伝
来
す
る
文

書
に「
所と

こ
ろ
ど
こ
ろ
つ
き
き
り
お
ん
ね
が
い
え
ず

々
築
切
御
願
絵
図
」〈
図
一
〉
と

い
う
史
料
が
あ
る
。
今
尚
整
理
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て

一
四
〇
〇
点
余
を
擁
す
る
こ
の
文
書
群
に

は
と
く
に
近
世
後
期
以
降
の
津
島
村
の
歴

史
を
紐
解
く
に
お
い
て
格
好
の
史
料
群
と

い
え
よ
う
。

　

こ
の
渡
邉
新
兵
衛
家
は
、
津
島
に
お
い

て
草
分
け
的
存
在
と
も
い
え
る
所
謂「
四

家
七
党
」
と
よ
ば
れ
る
伝
統
的
な
家
々
と

は
異
な
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
新
興
勢

力
の
家
で
あ
る
。

　

し
か
し
十
九
世
紀
以
降
成
長
を
遂
げ
、

十
九
世
紀
前
半
に
は
村
政
を
担
い
、
惣
庄

屋
を
勤
め
る
に
い
た
っ
た
。
さ
ら
に
苗
字

帯
刀
を
藩
か
ら
付
与
さ
れ
る
な
ど
、
身
分

的
上
昇
も
果
た
し
、
木
曽
川
河
口
部
の
新

田
開
発
等
に
よ
り
土
地
集
積
等
冨
を
蓄
積

し
て
い
く
か
た
わ
ら
、
幕
府
か
ら
も
苗
字

帯
刀
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
。

　

新
兵
衛
は
、
長
ら
く
土
砂
の
堆
積
に

よ
っ
て
水
行
に
腐
心
し
て
い
た
佐
屋
川
の

改
修
工
事
を
尾
張
藩
が
目
論
む
と
、
佐
屋

川
と
木
曽
川
を
結
ぶ
間
の
川
締
切
等
の
自

案
を
提
示
す
る
な
ど
、
河
川
改
修
へ
の
関

心
や
見
識
を
有
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

彼
の
見
識
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、

反
映
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
詳
ら

か
で
は
な
い
。
一
地
方
巧
者
の
治
水
思
想

と
い
う
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
治

水
に
腐
心
し
て
い
た
こ
の
木
曽
川
下
流
域

の
地
方
巧
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
治
水

を
考
え
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
有
用

で
あ
る
し
、
治
水
が
単
に「
官
」
的
な
問

題
で
は
な
く「
民
」
に
と
っ
て
も
重
要
な

課
題
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
問
題
解
決
の

た
め
に
地
域
名
望
家
層
が
ど
う
対
処
し
よ

う
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は

地
域
の
歴
史
解
明
に
重
要
な
意
義
を
有
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、「
所
々

築
切
御
願
絵
図
」
は
ま
さ
に
彼
の
治
水
に

関
す
る
見
識
等
を
み
る
う
え
で
格
好
の
史

料
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
所
々
築
切
御
願
絵
図
」
の
記
述
部
分

を
翻
刻
、
読
み
下
し
を
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

恐お
そ

れ
乍な
が

ら
内
願
奉
り
候
口こ
う
じ
ょ
う上
之
覚お
ぼ
え

　

一
美
濃
地
の
儀
、
連れ
ん
れ
ん々

水す
い
そ
ん損
仕
り
必
至

難な
ん
じ
ゅ
う渋
仕
り
候
に
付
、
今こ
ん
ぱ
ん般
水す
い
こ
う行
御お
た
ち立
直
な
お
り

御ご
ふ
し
ん

普
請
御
願
申
し
上
げ
奉
り
度た

く
、
別

紙
絵
図
面
の
通と

お
り

、
目も
く
ろ
み

論
見
ヶ
所
等
相あ
い
さ
だ定

め
御
願
申
上
奉
り
候
処
、
双
方
少
々
ず
つ

差さ
し
さ
わ障
り
等
こ
れ
有
り
、
内
輪
申
し
合
わ
せ

行
き
届
き
申
さ
ず
、
ま
ず
差
障
り
こ
れ
無

き
分
北き

た
か
た方
・
鵜う

た

す
多
須
両
御
陣
屋
に
於
い
て

御
取
調
の
上
御
達
し
相
成
り
申
候
、
然
る

処
、
伊い

び尾（
揖
斐
）
附
村
々
多た

ぎ藝
輪
中
之

分
、
羽
根
・
駒こ

ま
の
だ
に

野
谷
始
め
安や

す
え
だ
に

江
谷
切
り
揚

げ
浚さ

ら

い
御
普
請
御
願
組
み
込
み
相
成
り
候

図-1

（長嶋輪中）

（立田輪中）

（佐屋川）

（木
曽川
）

（木
曽川

）

（長良川）

（伊尾川）

（大
榑川

）

（鱣江
川）

（伊尾川）

（高須輪中）

（多藝輪中）

（桑原輪中）

（長地輪中）

（加路戸輪中）

（源録新田）

（松蔭新田）

付
箋
⑤

付
箋
④

付
箋
⑥

付
箋
①

付
箋
②

付
箋
③付箋⑦
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得
共
、
高
須
輪
中
の
儀
は
一
向
御お

は
ぶ
き省

に
相

成
り
嘆
げ
か
わ
し
く
存
じ
奉
り
候
、
別
紙

図
面
を
以
て
御
願
申
し
上
げ
奉
り
候
、
就

て
は
頓
と
水
難
の
根
を

立（
断
）
ち
、
美
濃
地
一

同
水
損
相あ

い
の
が遁

れ
、
安あ

ん
ど堵

の
仕
法
勘か

ん
こ
う考
仕
り
、
恐

を
も
顧
み
ず
斯か

く
の
如

く
図
面
に
掛か

け
が
み紙

仕
り
、

御
願
申
上
奉
り
候
、
篤と

く

と
御
覧
成な

し
下く

だ

し
置
か

れ
、
願
の
通
御
普
請
仰

せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か

れ
候
は
ば
、
誠
以
て
大

益
に
て
第
一
御
入に

ゅ
う
よ
う用
も

少
々
相
懸
り
跡
々
相
続

方
も
入
申
さ
ず
、
急き

っ
と度

御お
て
あ
き

手
明
き
相
成
り
申
し

候
、
別
紙
に
御
願
の
儀

は
御
入
用
も
夥

お
び
た
だ

し
く
相

懸
り
、
其そ

の
う
え上
村
々
お
い

て
も
已（
以
）
来
水
損

否の
が
れ
ざ
る遁
程
の
儀
も
御ご

ざ

あ
座
有

る
ま
じ
く
と
存
じ
奉
り

候
、
何な

に
と
ぞ卒
何
事
も
御
差

止
め
成
し
下
し
置
か
れ
、

恐
れ
乍
ら
此
絵
図
面
の

趣
に
御
普
請
仰
せ
付
け

ら
れ
下
し
置
か
れ
候
は

ば
、
是
迄
水
難
に
相
苦
し
み
罷ま

か

り
在
り
候

数
万
之
御
百
姓
広
太（
大
）
の
御
慈
非（
悲
）

有
り
難
く
仕し

あ
わ
せ合

に
存
じ
奉
り
候
、
尤
も
木

曽
川
を
佐
屋
川
へ
御
振
替
と
の
儀
は
容
易

な
ら
ざ
る
御
儀
と
存
じ
奉
り
候
、
此
図
面

の
儀
は
恐
れ
乍
ら
殿
様
へ
御
直
達
成
し
下

し
置
か
れ
御
厳
命
ニ
て
御
□
□
被　

仰
せ

付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
只ひ

た
す
ら管
願
い
上

げ
奉
り
候

　

寅
六
月　
　
　
　
　

御
領
知
村
々

　

御
代
官
御
役
所

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

　
「
寅
六
月
」
と
の
み
記
さ
れ
、
こ
の
史

料
の
作
成
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
河
川

の
状
況
等
か
ら
十
九
世
紀
頃
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

記
述
に
よ
れ
ば
、
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
美
濃
地
を
水
損
か
ら
遁
れ
る
た
め

に
、
恐
れ
な
が
ら
も
こ
の
図
面
を
作
成

し
、
こ
の
図
の
よ
う
に
も
し
普
請
が
な
さ

れ
れ
ば
是
迄
水
難
に
苦
し
ん
だ
数
多
く

の
住
民
に
と
っ
て
大
変
有
益
な
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　

で
は
こ
の
図
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た

工
事
が
目
論
ま
れ
て
い
た
の
か
を
み
て

み
よ
う
。

　

こ
の
絵
図
に
は
築
切
が
各
地
で
記
さ

れ
七
ヶ
所
に
付
箋
が
張
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

七
つ
の
付
箋
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

① 

洗あ
ら
い
ぜ
き堰

場
所
築つ

き
き
り切

□
引
堤
に
仰
せ
付
け
ら

れ
候
は
ば
、
此
大お

お
ぐ
れ
が
わ

榑
川
筋
一
円
起お

き
か
え返

り

田
地
に
大
成
大
造
の
御
□
聞
か
れ
存
じ

奉
り
候

② 

此
洗
堰
築
切
御
堤
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候

様
願
い
上
げ
奉
り
候

　
　

但
、
右
之
趣
に
成
し
下
し
置
か
れ
候

は
ば
、
年
々
修
復
入
用
夥
し
く
相
懸

り
、
組
合
村
々
難
渋
仕
来
り
候
処
、
已

来
其そ

の
う
れ
い憂
相あ
い
の
が
れ遁
れ
、
恐
れ
乍
ら
御
上
様
よ

り
も
年
々
御お

あ
ゆ
み歩
立
ち
合
い
下
し
置
か
れ

候
儀
も
御
年
明
に
相
成
り
、
村
々
お
い

て
も
大
益
難
有
り
難
く
存
じ
奉
り
候

③ 

石
田
村
よ
り
十
丁
野
村
へ
築
切
、
御お
つ
つ
み堤

に
成
し
下
し
置
か
れ
、
木
曽
川
の
水
残

ら
ず
佐
屋
川
に
流
水
仕
り
候
様
仰
せ
付

け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
願
い
上
げ
奉

り
候

　
　

但
し
、
今
般
喰
い
違
い
猿
尾
先さ

き
つ
ぎ継
の

御
願
と
は
御
入に

ゅ
う
よ
う用
御
金き
ん
だ
か高
相
減
り
、
御

堤
御
普
請
は
何い

か

程
も
相
懸
り
申
す
ま
じ

き
や
と
、
恐
れ
乍
ら
存
じ
奉
り
候
、
尤

も
御
堤
に
相
成
り
候
は
ば
、
已（
以
）

来
修
復
相
離
れ
申
し
候

④ 
拾
丁
野
始
大
榑
川
洗
堰
、
立
田
輪
中
よ

り
長
嶋
輪
中
、
鱣う

な
ぎ
え
が
わ

江
川
、
右
四
ヶ
所
築

切
御
堤
に
成
し
下
し
置
か
れ
候
は
ば
、

長
良
川
水
伊
尾
川
へ
引ひ

き
う
け請

、
油
嶋
喰
違

堰
御
取
り
払
い
、
油
嶋
よ
り
下
坂
手

辺あ
た
りま

で
築つ

き
な
が
し流

、
分
水
に
成
し
下
し
置
か

れ
候
様
仕
り
た
く
願
い
上
げ
奉
り
候

⑤ 

立
田
輪
中
よ
り
長
嶋
輪
中
へ
御
堤
築
切

に
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
願

い
上
げ
奉
り
候

　
　

但
し
、
篠
橋
・
甚
兵
衛
山
と
唱
え
候

大た
い
ぞ
う造
の
野
跡
御
座
候
付
、
此
の
洲す

ど土
を

以
て
築つ

き
た
て立

仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ば
、
恐

れ
乍
ら
御
入
用
何
程
も
相
懸
り
申
す
ま

じ
き
や
と
存
じ
奉
り
候

⑥ 

此
の
鱣
江
川
の
儀
は
、
寛
政
年
中
加
路

戸
川
辺
猿
尾
御
普
請
後
夥
し
く
伊
尾
川

へ
相
進
み
候
様
相
成
り
、
当
時
は
坂さ

か
お
と
し落

に
流
水
仕
り
、
伊
尾
川
筋
の
害
に
相
成

り
迷
惑
仕
り
居
り
候
旁
今
般
上
み
三
ヶ

所
築
切
に
仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ

候
様
願
い
上
げ
奉
り
候

　
　

但
し
、
此
の
鱣
江
川
の
儀
は
元
来
長

嶋
御ご

よ
う
が
い

要
害
の
川
の
由
に
て
全
く
佐
屋
宿

通
船
の
川
に
て
は
御
座
な
く
候
趣
に
候

え
ど
も
、
長
地
輪
中
御
開
発
後
、
右
の

川
計
に
通
船
仕
来
り
候
間
、
今
般
築
切

御
願
申
し
上
げ
候
、
付
て
は
佐
屋
宿
決

て
差
し
障
り
申
し
出
申
す
べ
く
候
得

共
、
前
顕
の
通
全
佐
屋
川
通
船
の
川
に

て
は
御
座
な
く
候
由
、
恐
れ
乍
ら
是
等

の
儀
、
御
理
解
仰
せ
聞
か
れ
、
右
川
の

儀
は
是
非
御
築
切
の
儀
願
い
上
げ
奉
り



10

研
究
資
料 

候
、
恐
れ
乍
ら
長
良
川
油
嶋
落
し
伊
尾

川
へ
引
請
申
さ
ざ
る
様
、
別
に
長
嶋
輪

中
よ
り
長
地
輪
中
三
川
分
水
に
成
し
下

し
置
か
れ
候［（
虫
損
）］
木
曽
・
長
良
・

伊
尾
三
川
分
水
に
相
成
り
、
鱣
江
川
御

築
切
に
成
し
下
さ
れ
候
に
も
及
び
申
さ

ざ
る
哉や

に
存
じ
奉
り
候

⑦
木
曽
川
水
、
都す

べ

て
筏
川
・
鍋
田
川
并

な
ら
び
に

源
六（
禄
）・
松
蔭
新
田
相［（
破

損
）］
相
進
み
候
様
、
右
川
の

海
口
迄
浚
え
御
普
請
仰
せ
付

け
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
願

い
上
げ
奉
り
候

　

要
す
る
に
、
大
榑
川
の
洗

堰
を
築
切
、
川
筋
を
起
返
地

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
田
地

造
成
す
る
こ
と（
①
）、
石
田

村
か
ら
十
丁
野
村
に
か
け
て

築
切
、
木
曽
川
の
水
を
佐
屋

川
に
流
す（
③
）、
十
丁
野
・

大
榑
川
洗
堰
・
立
田
輪
中
か

ら
長
嶋
輪
中
の
間
、
鱣
江
川

の
四
ヶ
所
を
築
切
こ
と
に

よ
っ
て
、
長
良
川
水
が
伊
尾

川
へ
流
れ
、分
水
で
き
る（
④
）

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
普
請
に
よ
っ
て「
木

曽
・
長
良
・
伊
尾
三
川
分
水
」

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
の
大

改
修
、
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ

ケ
に
よ
る
三
川
分
流
工
事
と

は
大
き
く
様
相
こ
そ
異
な
る

が
、
は
っ
き
り
と
三
川
分
流
を
意
識
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
事
業
は
実
施
さ

れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
幻
の
計

画
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
幻
の
計
画
と
は

い
え
、「
民
」
す
な
わ
ち
一
地
方
巧
者
に

よ
り
こ
う
し
た
企
画
が
な
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
宝
暦
期
の
治
水
事
業
の
効
果

が
み
ら
れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
治
水
が
地

域
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
、
一
地
方
巧
者
に
と
っ
て
も
問
題

解
決
に
腐
心
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
兵
衛
は
自
ら
企
画
を
試
み
た
。
地
域

の
状
況
や
治
水
に
関
す
る
高
い
見
識
を

有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
史
料
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、

内
容
の
紹
介
程
度
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
今
後
関
連
史
料
等
の

検
討
を
通
し
て
、
こ
の
史
料
の
歴
史
的

意
義
等
、
精
確
に
位
置
付
け
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

小
稿
が
今
後
の
研
究
の
進
展
の
何
ら

か
の
捨
て
石
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

【 

記 

】

　

小
稿
作
成
に
際
し
、
津
島
市
教
育
委
員

会
の
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
末
筆
な
が
ら

深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

※
文
中
の
□
は
、
虫
食
い
等
に
よ
り
判
読

で
き
な
い
箇
所
。

付箋 ①

付箋 ⑤

付箋 ②

付箋 ⑥

付箋 ③

付箋 ⑦

付箋 ④






